
問
　
こ
の
内
容
は
当
初
の

説
明
と
違
う
の
で
は
。

答

　代
表
し
て
金
額
の
大

き
な
項
目
を
一
つ
だ
け
あ

げ
ま
し
た
。
今
後
、
丁
寧

な
説
明
に
努
め
ま
す
。

問
　
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
は
。

答

　今
後
、
選
定
し
て
い

き
ま
す
。

■
議
案
第
44
号

字
の
区
域
及
び
名
称
の
変

更
に
つ
い
て

　平
成
30
年
11
月
５
日
か

ら
柑
子
袋
地
先
一
部
の
区

域
及
び
そ
の
名
称
を
柑
子

袋
西
一
丁
目
、
二
丁
目
、

三
丁
目
、
四
丁
目
に
変
更

す
る
。

問
　
今
後
の
計
画
は
。

■
議
案
第
43
号

変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　（
仮
称
）
み
ら
い
公
園
湖

南
魅
力
発
信
拠
点
施
設
建

設
工
事
の
請
負
変
更

　請
負
金
額
を
３
１
８
２

万
８
６
８
０
円
増
額
し
、

２
億
５
８
５
２
万
６
８
０

円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　変
更
契
約
金
額
の
内
容

に
つ
い
て
審
査
を
一
層
深

め
る
た
め
、
連
合
審
査
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

問
　
建
設
基
盤
造
成
の
た

め
の
使
用
土
に
つ
い
て
、

県
河
川
工
事
の
発
生
土
を

流
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た

が
、
使
用
時
の
検
査
に
お

い
て
不
適
土
と
の
判
定
と

な
り
、
新
た
な
土
の
購
入

追
加
費
用
が
、
契
約
変
更

の
主
た
る
も
の
と
の
説
明

で
あ
る
が
、
契
約
変
更
金

額
の
明
細
と
そ
の
内
容
は
。

答

　建
築
工
事
・
厨
房
機

器
増
設
・
造
成
工
事
・
外
構

工
事
・
電
気
設
備
工
事
は

増
額
、
圃
場
工
事
・
機
械

設
備
工
事
は
減
額
で
す
。

答

　第
一
期
が
平
成
29
・

30
年
度
、
第
二
期
が
平
成

31
・
32
年
度
に
完
了
の
計

画
で
、
旧
地
先
は
計
画
に

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
表
示
す
る
プ
レ
ー
ト

の
費
用
は
。

答

　委
託
事
業
２
３
７
０

万
円
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
議
案
第
47
号

湖
南
市
・
王
寺
町
災
害
時

に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
　湖
南
市
ま
た
は
奈
良
県

王
寺
町
の
地
域
に
お
い
て
、

災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

規
定
に
基
づ
き
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
協
定
を

締
結
す
る
。

問
　
王
寺
町
と
締
結
す
る

理
由
は

答

　湖
南
市
は
、
今
日
ま

で
近
畿
管
内
で
の「
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
」
を
自
治
体
と
行
っ
て

い
な
い
。
湖
南
市
か
ら
は
、

直
線
距
離
で
60
㎞
の
距
離

で
あ
り
、
高
速
道
路
を
利

用
す
る
と
約
１
時
間
30
分

の
ア
ク
セ
ス
で
あ
り
、
災

害
発
生
時
に
は
人
的
・
物

的
相
互
応
援
が
円
滑
に
遂

行
で
き
る
距
離
に
あ
る
。

ま
た
、
湖
南
市
に
は
野
洲

川
、
王
寺
町
に
も
大
和
川

が
流
れ
て
い
ま
す
。

　王
寺
町
は
、
過
去
に
、

風
水
害
の
被
害
を
経
験
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害

に
対
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

■
議
案
第
49
号

甲
賀
広
域
行
政
組
合
の
共

同
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
　平
成
30
年
10
月
１
日
か

ら
、
共
同
処
理
す
る
事
務

か
ら
税
務
事
務
の
う
ち
、

市
税
の
滞
納
繰
越
分
の
整

理
に
関
す
る
事
務
を
削
り
、

同
組
合
規
約
を
変
更
す
る
。

近
年
、
税
の
徴
収
を
現
年

度
分
に
重
き
を
置
き
、
過

年
度
分
の
減
少
化
に
努
め

た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
減

少
し
て
き
て
い
る
。

問
　
徴
収
率
向
上
は
。

答

　従
前
か
ら
の
資
産
・

預
金
の
差
押
え
に
加
え
、

給
与
の
差
押
え
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■
議
案
第
50
号

湖
南
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　規
則
に
定
め
る
事
業
の

生
産
用
に
供
す
る
機
械
、

装
置
等
に
つ
い
て
、
平
成

33
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
取
得
さ
れ
る
も
の
に
係

る
固
定
資
産
税
を
３
年
間

「
ゼ
ロ
」と
す
る
も
の
。「
最

も
投
資
し
や
す
い
ま
ち
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
地
方
創
生
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。
県
下
初
で

あ
る
。

問
　
認
定
審
査
や
成
果
評

価
の
窓
口
は
。

答

　湖
南
市
商
工
会
で
す
。

問
　
リ
ー
ス
物
件
に
つ
い

て
は
。

答

　自
社
の
生
産
用
に
供

す
る
も
の
が
対
象
で
す
。

■
議
案
第
51
号

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　市
道
甲
西
駅
美
松
線
道

路
の
新
設
工
事
で
す
。

問
　
計
画
の
内
容
は
。

答

　平
成
30
年
度
は
、
３

３
６
m
の
延
伸
を
行
い
ま

す
。
主
た
る
工
事
は
山
側

の
拡
幅
工
事
で
す
。
平
成

31
年
度
に
、
２
７
６
m
の

延
伸
工
事
を
行
い
市
道
美

松
線
と
接
続
し
ま
す
。
そ

の
際
に
、
全
体
に
路
面
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
す
る
こ

と
で
交
通
規
制
を
考
え
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
行

い
ま
せ
ん
。

　各
議
案
そ
れ
ぞ
れ
討
論

は
な
く
採
決
を
行
い
ま
し

た
。　そ

の
結
果
、
議
案
第
43

号
、
議
案
第
44
号
、
議
案

第
47
号
、
議
案
第
49
号
、

議
案
第
50
号
及
び
議
案
第

51
号
、
以
上
の
６
議
案
は
、

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。
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